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明
大
全
国
校
友
会
が
、
昨
年
10
月
６

日
（
日
）
千
葉
市
で
開
催
さ
れ
、
全
国
か

ら
千
五
百
名
の
校
友
が
集
い
ま
し
た
（
当

地
域
支
部
か
ら
５
名
が
参
加
）
。 

タ
レ
ン
ト
の
渡
辺
正
行
さ
ん
と
Ｔ
Ｂ
Ｓ

ア
ナ
ウ

ン
サ
ー

の
高
畑

百
合
子

さ
ん
の

司
会
に

よ
り
、

北
野
大

校
友
会

長
、
土

屋
恵
一

郎
明
治

大
学
学

長
、
熊

谷
俊
人

千
葉
市
長
の
挨
拶
な
ど
も
い
た
だ
き
ま
し

た
。
記
念
講
演
と
し
て
、
え
ち
ご
ト
キ
め

き
鉄
道
㈱
代
表
取
締
役
（
前
い
す
み
鉄
道

㈱
代
表
取
締
役
社
長
）
鳥
塚
亮
氏
が
地
方

活
性
化
の
取
組
み
の
悲
喜
こ
も
ご
も
を
楽

し
く
語
ら
れ
、
盛
況
の
う
ち
に
、
会
は
終

了
し
ま
し
た
。 

   

当
地
域
支
部
顧
問
・
岩
渕
義
郎
氏
か
ら

こ
れ
ま
で
の
人
生
の
歩
み
を
伺
い
ま
し
た
。 

岩
渕
氏
は
昭
和
７
年
９
月
13
日
、
満

州
国
奉
天
省
で
７
人
兄
弟
の
末
っ
子
と

し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
４
才
の
時
お
父
さ

ん
が
亡
く
な
っ
た
そ
う
で
す
。
今
年
、
米

寿
を
迎
え
ら
れ
ま
す
。 

昭
和
20
年
８
月
15
日
、
終
戦
に
も
か

か
わ
ら
ず
ソ
連
軍
が
毎
日
の
よ
う
に
や
っ

て
き
て
婦
女
暴
行
や
物
品
の
略
奪
が
横

行
し
て
い
ま
し
た
。 

終
戦
か
ら
１
年
経
過
し
た
昭
和
21
年

９
月
、
ご
本
人
と
母
・
姉
３
人
の
５
人
で

東
京
板
橋
在
住
の
父
の
弟
を
頼
り
に
、
葫

蘆
（
コ
ロ
）
島
か
ら
引
き
揚
げ
船
で
博
多

の
土
を
踏
み
ま
し
た
。 

博
多
で
は
免
疫
検
査
の
た
め
10
日
間

位
上
陸
許
可
が
出
ま
せ
ん
で
し
た
。 

そ
の
後
や
っ
と
上
野
駅
に
到
着
し
た
も

の
の
板
橋
の
住
所
が
わ
か
ら
ず
困
っ
て
い

た
と
こ
ろ
、
駅
の
伝
言
掲
示
板
に
、
「
こ

こ
に
連
絡
す
る
よ
う
に
」
と
の
貼
り
紙
を

見
つ
け
よ
う
や
く
落
ち
着
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
引
き
上
げ
か
ら
板
橋
に
落
ち
着

く
ま
で
の
間
の
肉
体
的
・
精
神
的
苦
労
は

筆
舌
に
尽
く
せ
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
と
語
っ

て
お
ら
れ
ま
す
。 

そ
の
後
、
昭
和
23
年
に
本
郷
中
学
に

編
入
。
こ
の
頃
、
隅
田
公
園
で
の
野
球
教

室
に
参
加
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
野
球

を
始
め
、
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
シ
ョ
ー
ト
で
し

た
。 

          

続
い
て
、
昭
和
24
年
に
本
郷
高
校
に

入
学
し
、
野
球
部
に
入
部
。
強
肩
で
足
が

速
か
っ
た
た
め
、
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
、
セ
ン

タ
ー
を
自
ら
希
望
し
、
レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
し

て
活
躍
し
ま
し
た
。 

中
学
、
高
校
で
は
、
勉
学
に
も
励
み
、

３
０
０
人
中
、
７
番
く
ら
い
の
成
績
だ
っ

た
の
で
、
生
活
が
困
窮
し
て
い
た
こ
と
も

あ
り
、
育
英
資
金
で
学
校
に
通
っ
て
い
ま

し
た
。 

た
だ
、
こ
の
育
英
資
金
は
、
返
済
義
務

が
あ
り
、
こ
れ
を
返
済
義
務
の
な
い
奨
学

金
に
切
り
替
え
た
い
と
の
思
い
を
持
ち
続

け
て
い
た
よ
う
で
す
。 

明
治
大
学
で
は
勉
学
に
も
励
み
、
返
済

義
務
の
な
い
奨
学
金
を
受
給
し
続
け
た
と

の
こ
と
で
す
。 
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そ
の
後
、
明
治
大
学
野
球
部
の
八
十
川

（
や
そ
が
わ
）
監
督
に
誘
わ
れ
、
昭
和
27

年
明
治
大
学
政
治
経
済
学
部
に
入
学
し
、

野
球
部
に
入
部
し
ま
し
た
。
入
部
後
、
有

名
な
島
岡
監
督
が
指
揮
を
執
る
こ
と
と
な

る
の
で
す
が
、
レ
ギ
ュ
ラ
ー
の
大
半
が
、

付
属
高
校
出
身
者
に
入
れ
替
わ
る
な
ど

も
あ
り
、
同
監
督
と
は
反
り
が
な
か
な
か

合
わ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
よ
う
で

す
（
岩
渕
さ
ん
か
ら
明
大
野
球
部
時
代
の

お
話
し
を
伺
い
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
あ

ま
り
語
り
た
く
な
い
と
い
う
様
子
で
し

た
）
。 

 

◇
在
学
中
の
東
京
六
大
学
野
球
順
位 

Ｓ
27
年
春 

慶
立
早
明
法
東 

Ｓ
27
年
秋 

早
慶
明
法
立
東 

Ｓ
28
年
春 

立
早
慶
明
法
東 

Ｓ
28
年
秋 

明
立
早
慶
法
東 

Ｓ
29
年
春 

明
慶
早
立
法
東 

Ｓ
29
年
秋 

早
法
慶
立
明
東 

Ｓ
30
年
春 

明
早
慶
法
立
東 

Ｓ
30
年
秋 

早
立
慶
明
法
東 

 

在
学
中
は
、
秋
山
登
投
手
（
明
大→

大

洋
ホ
エ
ー
ル
ズ
、
土
井
淳
捕
手
（
明
大→

大
洋
ホ
エ
ー
ル
ズ
）
な
ど
が
お
り
、
、
岩

渕
さ
ん
の
在
学
中
に
明
大
は
東
京
六
大

学
野
球
リ
ー
グ
で
３
度
優
勝
し
ま
し
た
。 

（
次
回
は
、
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
の

軌
跡
を
掲
載
す
る
予
定
で
す
） 

   

一
、
第
４
回
歩
こ
う
会 

 
~

武
相
荘
（
ぶ
あ
い
そ
う 

町
田
市

鶴
川
）
を
訪
ね
る
～ 

 
 
 

明
大
多
摩
市
地
域
支
部
主
催 

 

当
初
は
、
５
月
下
旬
に
計
画
し
、
雨
で

中
止
と
な
っ
た
た
め
、
再
度
計
画
し
実
行

し
た
も
の
。 

関
東
地
方
は
梅
雨
に
入
り
、
雨
の
谷
間
、

薄
曇
り
の
６
月
14
日
に
、
参
加
者
７
名

で
実
施
し
ま
し
た
。 

武
相
荘
は
、
吉
田
茂
元
首
相
の
側
近
で

戦
後
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
の
交
渉
に
あ
た
っ
た
白
洲

次
郎
が
昭
和
18
年
か
ら
住
ん
だ
家
で
す
。 

 

農
家
の
作
り
で
、
屋
根
は
茅
葺
き
。
亡

く
な
る
ま
で
ず
っ
と
こ
の
田
舎
で
官
職
に

就
か
ず
に
民
間
人
と
し
て
終
え
ら
れ
た
と

の
こ

と
。 

         

夫
人
の
正
子
さ
ん
も
才
媛
で
、
文
学
、

陶
芸
、
染
色
工
芸
に
優
れ
て
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

見
学
後
、
新
百
合
ヶ
丘
で
美
味
し
い
昼

食
を
皆
で
食
し
て
解
散
し
ま
し
た
。 

参
加
者
は
、
石
渡
さ
ん
、
寺
島
さ
ん
、

鈴
木
さ
ん
、
藤
川
さ
ん
、
安
波
さ
ん
、
茂

木
さ
ん
、
菊
池
で
し
た
。 

 
 
 
 

（
Ｓ
42
経
営 

菊
池
武
信
） 

 

二
、
第
５
回
歩
こ
う
会 

 
~

立
川
・
国
立
極
地
研
究
所 

南

極
・
北
極
科
学
館
を
見
学
～ 

 
 
 

明
大
多
摩
市
地
域
支
部
主
催 

 

10
月
18
日
（
金
）
立
川
市
緑
町
に
あ

る
南
極
・
北
極
科
学
館
を
見
学
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
６
名
で
し
た
。 

館
内
の
展
示
は
、
大
変
見
や
す
く
構
成

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
３
つ
の
工
夫
で
見
や

す
く
構
成
し
た
と
の
こ
と
で
す
。 

１
つ
目
は
、「
実
物
」
、
２
つ
目
は
「
触

れ
る
」
、
３
つ
目
は
「
ビ
ジ
ュ
ア
ル
化
の

徹
底
」
で
す
。 

屋
外
に
は
蜂
の
巣
状
に
な
っ
た
５
億
年

前
の
岩
石
が
展
示
さ
れ
、
ま
た
、
隊
員
と

と
も
に
南
極
に
行
っ
た
カ
ラ
フ
ト
犬
十
五

匹
の
群
像
も
あ
り
、
映
画
「
南
極
物
語
」

を
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
立
川
駅
ビ
ル
の
中
華
レ
ス
ト

ラ
ン
で
昼
食
を
楽
し
く
い
た
だ
き
解
散
し

ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

参
加
者
は
、
鈴
木
さ
ん
、
鶴
田
さ
ん
、

中
山
さ
ん
、
藤
川
さ
ん
、
茂
木
さ
ん
、
菊

池
で
し
た 

（
Ｓ
42
経
営 

菊
池
武
信
） 

             

三
、
深
大
寺
＆
国
立
天
文
台
見
学 

明
大
多
摩
市
地
域
支
部
主
催 

 

８
月
24
日
（
土
）
に
多
摩
市
地
域
支

部
６
名
、
日
野
地
域
支
部
５
名
の
校
友
が

調
布
の
「
深
大
寺
」
、
三
鷹
の
「
国
立
天

文
台
」
を
見
学
し
ま
し
た
。 

当
日
は
真
夏
日
で
34
℃
の
気
温
、
そ

し
て
湿
度
も
高
く
、

厳
し
い
気
象
条
件

で
し
た
が
、
皆
さ

ん
元
気
に
楽
し
く

見
て
回
り
ま
し
た
。 

 

上 

期 

活 

動 

報 

告 

武相荘前にて 

 

 

南極・北極科学館前にて 
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〈
深
大
寺
〉 

深
大
寺
と
い
う
寺
名
は
、
水
神
の
深
沙

大
王
に
由
来
し
て
お
り
、
奈
良
時
代
、
天

平
５
年
（
７
３
３
年
）
に
、
唐
に
渡
っ
て

法
相
宗
を
学
ん
で
帰
国
し
た
満
功
上
人

が
、
故
郷
で
あ
る
武
蔵
野
へ
帰
っ
て
き
て

開
山
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

開
山
さ
れ
て
百
年
後
、
武
蔵
野
国
の
国

司
蔵
宗
の
乱
が
起
こ
り
、
こ
れ
を
治
め
た

天
台
宗
の
高
僧
の
功
に
よ
り
、
天
台
宗
に

改
め
ら
れ
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

〈
深
大
寺
そ
ば
〉 

皆
で
食
べ
た
「
深
大
寺
そ
ば
」
は
、
江

戸
時
代
こ
の
地
は
米
の
生
産
に
向
か
な
い

た
め
、
小
作
人
は
蕎
麦
を
作
り
、
寺
に
納

め
、
寺
で
は
そ
ば
を
打
っ
て
来
客
を
も
て

な
し
た
の
が
、
深
大
寺
そ
ば
の
始
ま
り
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

〈
国
立
天
文
台
〉 

国
立
天
文
台
は
、
世
界
最
先
端
の
観
測

施
設
を
擁
す
る
日
本
の
天
文
学
の
ナ
シ
ョ

ナ
ル
セ
ン
タ
ー
で
す
。 

本
部
は
三
鷹
市
に
、
そ
の
他
の
研
究
・

観
測
施
設
が
国
内
外
に
複
数
あ
り
ま
す
。 

敷
地
内
は
緑
が
多
く
、
静
か
な
構
内
に

は
移
転
当
時
の
面
影
を
残
す
大
正
期
の

建
物
が
点
在
し
て
い
ま
す
。 

（
Ｓ
35
商 

伊
東
勝
義
） 

 
四
、
「
め
ざ
せ
健
幸
！
歌
と
講
演

の
集
い
」 

明
大
多
摩
市
地
域
支
部
企
画 

 

「
〈
永
山
公
民
館
市
民
企
画
講
座
〉
め

ざ
せ
健
幸
！
歌
と
講
演
の
集
い
」
が
、
10

月
26

日
永
山

公
民
館

ベ
ル
ブ

ホ
ー
ル

で
開
催

さ
れ
ま

し
た
。 

最
初

に
元
新

国
劇
団

員
、
俳

優
で
江
戸
文
化
研
究
家
の
森
章
二
氏
が

「
昔
の
人

に
学
ぶ
普

段
か
ら
の

健
康
法
」

と
題
し
て
、

健
康
に
関

し
て
わ
か

り
や
す
く

話
し
ま
し

た
。 続

い
て
、

欽
ド
コ
の

テ
ー
マ
曲
、
「
か
あ
さ
ん
の
下
駄
」
な
ど

で
数
々
の
実
績
が
あ
る
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ

ラ
イ
タ
ー
、
中
村
ブ
ン
氏
が
、
ギ
タ
リ
ス

ト
の
野
間
義
男
氏
と
と
も
に
人
生
の
応
援

歌
を
熱
唱
し
ま
し
た
。 

最
後
に
心
理
学
者
の
富
田
た
か
し
先
生

の
「
元
気

の
出
る
心

理
学
の
お

話
」
で
締

め
く
く
り

ま
し
た
。 

参
加
者

は
42
名

と
目
標
人

員
に
は

少
々
足
り

ま
せ
ん
で

し
た
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
を
み
る
と
、

▼
森
先
生
の
栄
養
素
・
食
生
活
と
運
動
の

重
要
性
の
話
が
非
常
に
参
考
に
な
っ
た
。

▼
中
村
ブ
ン
氏
の
歌
に
感
動
し
た
。
▼
富

田
先
生
の
心
理
学
上
の
笑
い
と
涙
が
よ

く
理
解
で
き
、
話
も
上
手
だ
っ
た
。
▼
毎

日
大
変
な
こ
と
や
嫌
な
こ
と
が
多
く
、
気

休
め
に
な
っ
た
。
▼
81
才
で
生
き
る
の

が
精
一
杯
だ
か
ら
と
て
も
共
感
で
き
ま
し

た
等
々
の
意
見
が
多
数
あ
り
ま
し
た
。 

 

開
催
ま
で
紆
余
曲
折
は
あ
り
ま
し
た
が
、

実
行
し
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 

（
Ｓ
35
商 

伊
東
勝
義
） 

 
 

五
、
ラ
グ
ビ
ー
明
早
戦
応
援
観
戦 

明
大
多
摩
支
部
主
催 

 

秩
父
宮
ラ
グ
ビ
ー
場
に
お
い
て
、
12
月

１
日(

日)

気
温
12
℃
、
晴
天
に
恵
ま
れ
た

絶
好
の
応
援
日
和
の
も
と
、
伝
統
の
関
東

大
学
ラ
グ
ビ
ー
対
抗
戦
最
終
日
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

多
摩
支
部
１
０
６
名(

多
摩
市
地
域
支

部
４
名
）
が
参
加
し
ま
し
た
。 

25
年
ぶ
り
の
全
勝
対
決
と
な
っ
た
明

早
戦
。大
接
戦
を
予
想
し
て
い
ま
し
た
が
、

結
果
は
明
大
が
36
対
７
で
早
大
と
の
全

勝
対
決
を
制
し
ま
し
た
。
７
戦
７
勝
で
４

季
ぶ
り
17
度
目
の
優
勝
を
決
め
ま
し
た
。 

 

前
半
は
両
チ
ー
ム
と
も
に
ト
ラ
イ
を
奪

い
、
明
大
が
Ｓ
Ｏ
山
沢
の
Ｐ
Ｇ
に
よ
る
３ 

 

深大寺そばで昼食 

 

富田たかし先生の心理学講話 

  

 

  

江戸文化研究家 森章二先生 

中村ブン氏（左）と野間義男氏 
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点
リ
ー
ド
で
10
対
７
で
折
り
返
し
と
な

り
ま
し
た
。
後
半
は
明
大
が
Ｆ
Ｗ
戦
で
優

位
に
立
ち
、
フ
ッ
カ
ー
武
井
主
将
の
２
ト

ラ
イ
な
ど
で
突
き
放
し
ま
し
た
。 

対
抗
戦
は
全
日
程
を
終
了
し
、
上
位
４

校(

明
大
、
早
大
、
帝
京
大
、
筑
波
大)

が
、

ラ
グ
ビ
ー
全
国
大
学
選
手
権
へ
進
む
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。 

祝
勝
会
は
い
つ
も
の
渋
谷
駅
前
の
居
酒

屋
に
36
名
集
合
。
「
今
年
の
明
治
は
本

当
に
強
か
っ
た
」
、
「
大
差
の
勝
利
で
早

大
に
申
し
訳
な
か
っ
た
」
、
「
明
治
へ
の

応
援
は
す
ご
か
っ
た
」
、
「
早
大
の
大
学

選
手
権
の
反
撃
が
怖
い
ぞ
！
」
等
々
盛
り

上
が
り
、
勝
利
の
美
酒
に
ほ
ろ
酔
い
解
散

し
ま
し
た
。（
一
部
日
経
新
聞
よ
り
転
載) 

 ○
第
95
回
明
早
戦 

 
 
 
 
 

10

｜
７ 

明 

大
36 

 
 

  
 

 

７
早 

大 

 
 
 
 
 

26

｜
０ 

         

関
東
大
学
対
抗
戦
グ
ル
ー
プ
で
優
勝
し
、

そ
の
後
、
全
国
大
学
選
手
権
で
は
決
勝
戦

ま
で
勝
ち
上
が
り
、
再
度
の
明
早
戦
と
な

っ
た
も
の
の
、
惜
し
く
も
45
対
35
で
敗

れ
、
２
年
連
続
の
日
本
一
を
逃
し
た
こ
と

は
、皆
様
す
で
に
ご
承
知
か
と
思
い
ま
す
。

来
季
に
、
期
待
し
ま
し
ょ
う
。 

  

  

一
、
カ
ラ
オ
ケ｢

紫
紺
の
会｣ 

毎
月
、
楽
し
く
開
催
♪ 

 

・
日 

時
▼
原
則 

毎
月
最
終
週
土
曜
日 

 
 
 

 

15
時
30
分
～
18
時
15
分 

・
場 

所
▼
ひ
じ
り
館
２
階
和
室 

・
会 

費
▼
５
０
０
円 

・
会
場
予
約
の
状
況
に
よ
り
、
日
時
が
変

更
に
な
る
場
合
は
連
絡
し
ま
す
。 

・
申
込
・
問
い
合
わ
せ 

矢
場
ま
で 

(

携
帯) 0

9
0
-8

4
9
5
-7

3
3
1
 

(

メ
ー
ル)i-y

a
b
a
@

m
x
3
.ttcn

.n
e.jp

 

 

 
 

              

    

一
、
多
摩
市
地
域
支
部
新
年
会 

 

令
和
２
年
１
月
18
日(

土)

12
時
よ
り
、

Ｋ
Ｔ
Ａ
ビ
ル
６
Ｆ
（
多
摩
市
乞
田
）
会
議

室
に
於
い
て
、
会
員
20
名
参
加
の
も
と

多
摩
市
地
域
支
部
新
年
会
を
開
催
し
ま

し
た
。 

藤
川
幹
事
長
が
司
会
進
行
を
務
め
、
冒

頭
、
中
山
支
部
長
の
年
頭
挨
拶
に
続
い
て
、

菊
池
副
支
部
長
に
よ
る
乾
杯
の
音
頭
で

宴
は
始
ま
り
ま
し
た
。 

し
ば
ら
く
料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら

和
や
か
に
懇
談
し
た
後
、
久
し
振
り
に
参

加
さ
れ
た
方
々
か
ら
近
況
報
告
も
あ
り
ま

し
た
。
続
い
て
カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
ノ
ド
を

鳴
ら
し
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

     

    

今 

後 

の 

事 

業 

予 

定 
 

会 

員 

活 

動 

便 

り 
 

 

新年会参加者全員による記念撮影 

 

明治 前へ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
、
当
面
の
主

催
行
事
を
中
止
い
た

し
ま
し
た
。 

 

一
日
も
早
く
終
息

し
ま
す
よ
う
に
。 

mailto:i-yaba@mx3.ttcn.ne.jp
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二
、
ド
イ
ツ
医
療
機
器
展
示
会 

「
Ｍ
Ｅ
Ｄ
Ｉ
Ｃ
Ａ
」
に
参
加
し
て 

 
 
 
 
 

髙
山
千
佳
歳
（
Ｓ
59
政
経
） 

  

昨
年
11
月
18
日
～
20
日
に
ド
イ
ツ

・
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
で
開
催
さ
れ
た
世

界
最
大
の
医
療
機
器
展
示
会
で
あ
る
「

M
E

D
IC

A
 2

0
1
9

」
に
日
本
の
中
小
企
業

15
社
と
と
も
に
参
加
し
ま
し
た
。 

 

日
本
企
業
の
参
加
目
的
は
、
医
療
機
器

先
進
国
で
あ
る
ド
イ
ツ
企
業
と
の
間
で
生

産
連
携
・
販
売
委
託
を
可
能
に
す
る
パ
ー

ト
ナ
ー

企
業
を

探
す
こ

と
と
、

ま
た
自

社
製
品

の
現
地

で
の
評

価
を
得

る
こ
と

で
す
。 

 

現
地

で
の
商
談
数
は
、
２
７
１
件
（
１
社
平
均

18
件
）
に
の
ぼ
り
、
日
本
企
業
に
対
す

る
関
心
の
高
さ
を
感
じ
ま
し
た
。 

滞
在
中
に
ド
イ
ツ
企
業
を
早
速
訪
問
す

る
こ
と
と
な
っ
た
り
、
日
本
来
訪
が
決
ま

る
な
ど
こ
れ
か
ら
の
展
開
に
期
待
が
も
て

る
展
示
会
参
加
と
な
り
ま
し
た
。 

    

     

    
今
村
隆
正(

Ｓ
59
文) 

「
誰
に
で
も
す
ぐ
に 

上
達
す
る
写
真
の
撮
り
方
」 

テ
ク
ニ
ッ
ク（
そ
の
２
）「
反
射
率
18
％

（
露
出
補
正
の
話
）
」 

 

人
間
の
目
は
大
変
優
れ
て
い
て
、
白
い

も
の
は
白
、
黒
い
も
の
は
黒
、
と
し
て
見

え
て
い
ま
す
。
当
り
前
の
こ
と
の
よ
う
で

す
が
、
こ
れ
は
神
業
な
の
で
す
。
我
々
人

間
の
目
は
、
正
に
神
様
が
創
っ
て
く
れ
た

目
で
す
。 

カ
メ
ラ
も
私
た
ち
人
間
の
目
と
同
じ
働

き
を
し
て
く
れ
た
ら
、
露
出
補
正
な
ん
て

テ
ク
ニ
ッ
ク
は
要
ら
な
い
の
で
す
。
し
か

し
、
ど
ん
な
に
カ
メ
ラ
が
発
達
し
た
現
在

で
も
そ
う
な
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

カ
メ
ラ
の
露
出
計
は
、
反
射
率
18
％
を

適
正
露
出
と
し
て
捉
え
ま
す
。
反
射
率

18
％
と
は
簡
単
に
言
う
と
、
グ
レ
ー
の

反
射
率
、
人
間
の
肌
の
色
に
近
い
反
射
率

で
す
。 

要
す
る
に
、
反
射
率
の
低
い
真
黒
な
も

の
を
カ
メ
ラ
任
せ
で
撮
影
す
る
と
、
真
黒

に
は
写
ら
ず
に
グ
レ
ー
と
ま
で
は
な
ら
な

く
て
も
、
締
り
の
な
い
黒
に
写
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
逆
に
反
射
率
の
高
い
真
白
な
も

の
は
、
グ
レ
ー
が
か
っ
た
白
に
写
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
雪
を
撮
影
し
た

時
に
、
真
白
な
は
ず
だ
っ
た
雪
が
少
し
グ

レ
ー
が
か
っ
た
色
に
写
っ
て
し
ま
っ
た
経

験
を
お
持
ち
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

さ
て
、
そ
ん
な
時
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

の
で
し
ょ
う
か
。
意
図
的
に
露
出
を
増
や

し
た
り
減
ら
し
た
り
し
ま
す
。こ
れ
を「
露

出
補
正
」
と
い
い
ま
す
。
次
に
示
す
写
真

は
、
白
い
犬
を
カ
メ
ラ
任
せ
で
撮
っ
た
も

の
で
す
。
カ
メ
ラ
任
せ
で
す
と
、
白
い
犬

も
少
し
グ
レ
ー
が
か
っ
て
写
っ
て
い
る
こ

と
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
露
出

補
正
を
し
ま
す
。
意
図
的
に
露
出
を
増
や

し
て
撮
り
ま
す
。
例
え
ば
、
シ
ャ
ッ
タ
ー

ス
ピ
ー
ド1

/2
5
0

、
絞
り
８
の
組
合
せ
が

カ
メ
ラ
の
捉
え
た
適
正
露
出
の
場
合
、
シ

ャ
ッ
タ
ー
ス
ピ
ー
ド
を
変
え
た
く
な
い
時

は
絞
り
値
を5

.6

な
ど
に
し
て
露
出
を
増

や
し
て
撮
影（
プ
ラ
ス
補
正
と
い
い
ま
す
）

す
れ
ば
白
に
近
づ
き
ま
す
。
逆
に
絞
り
値

を
変
え
た
く
な
い
時
は
シ
ャ
ッ
タ
ー
ス
ピ

ー
ド
を1

/6
0

な
ど
に
補
正
し
て
撮
影
し

ま
す
。
白
い
犬
が
見
た
目
ど
お
り
の
白
に

写
り
ま
し
た
。 

写
真
講
座
シ
リ
ー
ズ
④ 

 
 

 

 

 

「ＭＥＤＩＣＡ」会場 
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多摩市地域支部ホームページ 

http://meijikoyu-tamashi.jimdo.com

/ 

明治 多摩市地域支部 
 

会員登録・行事への参加申し込

みはＨＰからもできます。 
 

少
し
や
や
こ
し
い
難
し
そ
う
な
話
を
し

て
し
ま
い
ま
し
た
ね
。
で
も
、
こ
の
よ
う

な
作
業
を
瞬
時
の
判
断
で
や
っ
て
撮
影
し

て
い
る
の
が
プ
ロ
な
の
で
す
。
し
か
し
、

安
心
し
て
下
さ
い
。フ
ィ
ル
ム
の
時
代
は
、

豊
富
な
経
験
を
基
に
こ
の
よ
う
な
判
断
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今

は
全
て
の
カ
メ
ラ
に
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
が
付

い
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
撮
影
結
果
を
す

ぐ
に
こ
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
で
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
で
す
か
ら
、
露
出
に
関

す
る
難
し
そ
う
な
理
論
を
身
に
付
け
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
勿
論
、
身
に
付
け
て

い
る
に
越
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が

「
そ
ん
な
話
し
が
あ
っ
た
な
あ
」
く
ら
い

で
大
丈
夫
で
す
。
そ
し
て
、
撮
影
し
た
直

後
に
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
で
写
真
を
確
認
し
て
、

も
し
白
い
雪
が
グ
レ
ー
が
か
っ
て
写
っ
て

い
た
ら
、
露
出
を
増
や
し
て
（
プ
ラ
ス
補

正
）
も
う
一
度
撮
影
し
て
み
て
下
さ
い
。

黒
い
も
の
を
黒
く
写
す
場
合
は
逆
に
露
出

を
減
ら
し
ま
す
（
マ
イ
ナ
ス
補
正
）
。
こ

う
い
う
作
業
を
何
度
か
繰
り
返
し
て
い
る

と
、
気
づ
い
た
時
に
は
プ
ロ
と
同
じ
よ
う

な
感
覚
が
身
に
付
い
て
い
る
は
ず
で
す
。

楽
し
ん
で
下
さ
い
ね
。 

※
「
露
出
」
の
理
論
は
、
一
眼
レ
フ
も

コ
ン
パ
ク
ト
デ
ジ
カ
メ
も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
カ
メ
ラ
も
全
て
同
じ
な
の
で
す
が
、

最
近
の
カ
メ
ラ
は
カ
メ
ラ
ご
と
に
操
作
方

法
が
異
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
こ
で
一

概
に
は
説
明
で
き
な
い
の
で
す
。
操
作
方

法
が
分
か
ら
な
い
時
は
遠
慮
な
く
声
を
掛

け
て
下
さ
い
。 

  

  

水
彩
画
を
描
く
シ
リ
ー
ズ
⑪ 

      
 

自
慢
の
一
葉
⑭ 

             

                   

新
入
会
員 

井
上
泰
輔
（
Ｓ
42
文)  

森
田
一
毅
（
Ｈ
14
理
工) 

 
 

な
お
、
「
紫
紺
13
号
」
で
新
入
会
員

と
し
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
し
た
出
崎
弘

（
Ｓ
39
工
）
様
に
つ
き
ま
し
て
は
、
手

続
き
上
の
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
会
員

登
録
を
取
り
消
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 

会
員
数
88
名(
令
和
２
年
２
月
現
在)  

 
 

会
員
相
互
の
動
静
も
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

編
集
後
記 

 

▽
今
号
よ
り
、
会
員
の
お
ひ
と
り
を
取
り

上
げ
、
学
生
時
代
、
社
会
人
生
活
な
ど
を

自
由
に
振
り
返
っ
て
も
ら
う
企
画
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。 

第
一
回
は
、
当
地
域
支
部
顧
問
の
岩
渕

義
郎
さ
ん
に
登
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
引

続
き
次
号
に
も
ご
期
待
く
だ
さ
い
。 

▽
昨
夏
秋
の
台
風
15
号
及
び
19
号
襲
来

で
大
き
な
被
害
が
あ
っ
た
千
葉
県
で
全
国

校
友
会
千
葉
大
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
被
害
に
あ
わ
れ
た
皆
様
に
は
心

よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

次
回
は
、
今
年
９
月
に
香
川
県
高
松
市

で
開
催
予
定
で
す
。
参
加
ご
希
望
の
方
は
、

当
地
域
支
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

▽
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
猛
威
を
奮
っ
て
い

ま
す
。
会
員
各
位
に
お
か
れ
て
は
、
く
れ

ぐ
れ
も
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。 

         

  

趣 
 
 

味 
     

 

会
員
の
動
静 

（
順
不
同
・
敬
称
略
） 

 

 

[ 威 嚇 ]（神奈川県） 

矢場岩男(Ｓ43商) 

 

 

 

[ 大井ダム ]（岐阜県） 

中山雅雄(Ｓ37法) 

[ 残雪の八方池 ]（長野県） 

鶴田勇雄(Ｓ37法) 


